
参考 資 料

(財団法人山梨県林業公社改革プランの概要)



林業公社が果たしてきた役割 (概要 1ページ)

森林資源の充実

O 公社の造成した人工林(約 8千ヘクタール)は、県内の人工林(民

有林)の約 9%

O 昭和 40年以降に植栽された人工林(民有林)の約 31%に相当

→ 再生可能な木材資源の充実に寄与

公益的機能の発揮

O 継続的な森林整備の実施を通じた公益的機能の発揮

-地球温暖化の防止に資する森林吸収源

-県土の保全を図る土砂の流出防止

-安定的な水資源の供給源としての水源かん養 等

→ 経済的評価の試算額(約 8千 ha)毎年約 217億円

本県の人工林(民有林)の推移

昭和 40年 平成 21年区分

面積 64，906ha 91，549ha 

増加量 (うち公社)

26， 643ha (8，276ha) 

民有林造林面積 (S40~ H21の累計 単位:ha) 

機能 評価額

地球環境保全機能 592，502千円/年

二酸化炭素吸収 592，502千円/年

土砂災害防止等 12，546，246千円/年

表面窪食防止 9，968，866千円/年

表層崩壊防止 2，577， 380千円/年

水源かん養機能 8，624，428千円/年

洪水緩和 1，662，420千円/年

水資源貯留 2，964，093千円/年

水質浄化 3，997，915千円/年

ぷ口』 言十 !竺二7低 176千円/年

35，000 

o 4ー す . .育E ‘‘..冨 τ 可. . . . ， . .‘ヨ.. 
口 N 守 喧 開 o ~守 u喧2 田 o ~吋 問 的~ ~ 【問 凹~、c酢R 同

守 守守守守的凶的凹凹由凶 ~ - - .--1 .--1 ー ヱ:I::I:工 工
目 的 回 目 的 的 目 的 目 的 u)u) 工 工 工 工 コ=ヱ

※ 再造林函積も含むため、人工林浩加量とは一致しない

雇用の確保 | 公益的機能の評価額(林業公社分収造林地) 雇用の内訳 (昭和 40年~平成 22年)

O 就労機会の少ない山村地域において、植栽や保育作業などの就労 I

の場を提供

30，000 
-事事須佐全土全土

民有 林

→ 雇用者数 (45年間) 約 131万人・日

(年平均約 3万人・日)

森林公園等の施設管理

O 県民や観光客に森林・林業の普及啓発や森林とのふれあいの場の

提供

→ 施設利用者の累計 510万人(平成 22年度 38万人)

林業労働力の確保

O 林業労働センターとして林業の担い手の確保に必要な助成や、就

労希望者に対する説明会の実施等

→ センターを通した新規就労者は 128人

RJV 1
 

25，000 

20，000 

15，000 

10，000 

5，000 

作 業種
雇用者数

(人・日)

植 栽 454，271 

下刈り・つる切り 538，420 

除伐・間伐 168，015 

dE2コh 計 1， 312， 144 

※日本学術会議が算出した森林の評価額の手法(平成 13年)により算出



経営悪化の背景と経営改善に向けた取り組み(概要 1ページ)

経営改善の取り組み

o r経営改善計画J (平成 9年度)

保育基準の見直し、新植面積の縮減、新規契約の分収割

合の改善、高金利の農林漁業金融公庫借入金の低金利資

金への借り換え

o r事業運営合理化計画J (平成 14年度)

事業費の圧縮や新規造林の中止、低利資金への借り換え

o r林業公社経営計画J (平成 17年度)

収益の見込めない森林の持分譲渡、受託事業の実施、事

務処理の効率化、人件費の縮減

経営健全化に向けた取り組みの主な成果(平成 13-22年度)

50千

O ヒノキの例(公社が造成した森林の約 7割)

ピークの昭和 55年に比べると

山元立木価格 約 8割以上下落

中丸太価格 約3分の 1

40 ， m'の目安

42，947円1m3 I立木=直径 20cmX高さ20mx3本

丸太=直径 20cmX長さ 4mx6本
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山元立木価格の推移(資料:日本不動産研究所)

長期収支見込による債務超過額の推移(平成 14-22年度) 単位;億円

取り組み内容 縮減額

聞業務規模の縮小(保育事業の縮減、持分譲渡による利息軽減) 147百万円

-公庫借入金の借り換え (制度活用による利息軽減) 2， 965百万円

-公庫借入金の借り換え(市中金融機関への借り換え) 2， 370百万円

岡被害地の解約(公庫への繰上償還による利息軽減) 5百万円

町人件費の縮減、国の交付金の活用 274百万円

dロ』 言十 5，761百万円

年度 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

債務超過額 269 234 235 230 212 207 203 216 208 
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森林管理の現状と課題(概要2ページ)

樹種構成
カラマツ

アカマツ 4.2%

9.7% 

今後の保育・伐採面積(見込み)

森林施業
事業墨(ha)

実施基準
H 23 H 24以闘

除伐 15 76 スギ・ヒノキ= 15年生まで

!こ2回

アカマツ 実施せず

カラマツ 11年生で実施

枝打ち 59 360 ヒノキのみ、対象地を厳選し2回

間伐 455 2，728 30年生までに2回

つる切り 50 322 

クズ枯殺 25 69 必要な箇所で実施
獣害防除 100 1， 061 

合計 704 4，616 

スギ
、k¥】 1，227.37ha

16.0% 

スギ

・ヒノキ
・アカマツ
カラマツ

盟

その他広

(単位 ha)森林整備事業量の推移(見込み)

-保育面積

ロ伐採面積
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年度
H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 H52 H53 H54 H55 H56 H57 H58 H59 H60 H61 H62 H63 H64 H65 H66 H67 

区分

保育面積 746 707 643 527 464 374 299 212 136 81 79 68 67 56 39 34 48 28 。 。 。 。 。
位探面積 32 69 94 87 11 75 69 39 4 01 104 158 438 56 38 46 111 42 451 お359キ:181， 5Q3" 493 413 J8@ 436 4陥24:54 256 189 165 124 175 148 73 114 70 56 29 26 25 10 
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保育同情探面積の今後の見込み(単位ha)



2 債務処理 (概要3ページ)

(財源内訳)

O 国や県の補助金を最大限活用していることから、森林整備のう

ち自己負担分(借入金)は 14%と低く抑えられている(通常の補

助事業では 32%)

O 一方で、組織運営に必要な管理経費は、一部で補助金を活用し

ているが、ほとんどが借入金で対応

1収支肉訳(平成 23年度予算)

(収入)

(支出)

I _<.n:.'!ILii‘'可1司王II... ・二・ γ 目

補勧金 11- ユニ‘-・， 県借入金 -
l35 978 . I I • • 5oa l39 

E ・・Ei:も !'I!D・"'!-.rhiiI1 ・F 目

公庫借入金
22，631 

交付金外

1，642 

語 圏I三亘智 | 
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-事業費(総額 153，514千円)

(収入〕

間伐収入

1.226 

公庫借入金

三 圃
県借入金
1.661 

作業道整備等

(支出) |保23T)EC |
保護 附帯事務費

8，709 3，739 

-管理費(総額 70，514千円)

(収入) 1 r 

(財源区分)

補助金(県)

7，982 

(返済区分)

福利厚生費

7，552 

| 需tftか|

市中元金

99，回3 I骨子 |
市中華Ij息

32，080 



債務と資産の現状(概要3ページ)

資産と負債の状況(平成 23年3月 31日現在の貸借対照表)

(単位 :百万円)
科目 全合計 科目 全合計

資産の部 E負債の部
1 流動資産 1 流動負債

流動資産合計 525 流動負債合計 31 

2 固定資産 2 固定負債
(1)基本財産 長期借入金 22. 780 

基本財産合計 県借入金未払利息 4，257 
(2)特定資産 退職給付引当金等 92 

特定資産合計 78 固定負債合計 27.129 
(3)その他固定資産 負債合計 27. 160 

森林 26，297 E 正味財産の部
分収育林 12 1 指定正昧財産
出資金等 20 指定正昧財産合計
その他固定資産合計 26，329 2 一般正昧財産

固定資産合計 26，408 一般正味財産合計 ム 228

資産合計 26，933 正味財産合計 ム 227

負債及び正昧財産合計 26. 933 

借入金残高の内訳(H22年度末現在)
(単位 ;百万円)

借入先
日本政策 市中金融

山梨県 合計
金融公庫 機関

冗金 6，093 1.979 14， 706 22， 778 

未払い
4，257 4，257 

利息

合計 6，093 1.979 18，963 27，035 
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O 日本政策金融公庫(旧農林漁業金融公庫)

-事業を開始した昭和40年から毎年借入れ、平成22年度までの借入総

額は約184億円

-据置期間 (20-35年)後に一定期間 (10-20年)をかけて利息と併

せて償還

，平成67年度までの償還に当たっては今後、利息の約17億円(約定上

の合計)が別途必要

O 市中金融機関

・平成17、18年度に公庫借入金のうち利率が3.5%以上のものを借り

換えるため約24億円を借り入れ

‘27年閣の期間で毎年償還を行っており、平成43年までに今後の利息

が約3億円必要

O 山梨県

・補助金や公庫借入金が充当できない部分を借入れ

・公庫資金の約定による償還が始まった平成元年からは慣還に必要な

資金も借り入れ

-平成10年に無利子化するまでの利息約43億円も含めて、毎年度償還

を繰り延べ



基本的な考え方(概要4ページ)

1 公社の分収林契約地の今後の森林整備については、これまでの木材生産を目的とした林業経営と公益的機

能の維持増進が両立できるような管理手法に転換することを基本として進めていく 。

2 このため、土地所有者自らによる森林整備が進みづらい状況の中で、多額の費用が必要な人工林の再造林

だけでなく、皆伐による森林の荒廃を防ぐ観点から、抜き伐りの繰り返しによる、天然力を活用した広葉樹

林化や針広混交林化といった森づくりの導入を、契約者と協議しながら進めていく 。

3 こうした見直しとあわせて、将来負担の圧縮の観点から土地所有者との収益分収割合の見直しについても

検討する。

契約期間満了に

よザ皆伐
-所有者により纏裁
.人工林として管理

所
有
者
に
よ
る
管
理

A 

且 -砂
A 

公益的織能の，~婦を重

視し、人工林のみでなく

針広混交林化や広葉樹

林化を目指す

..... ... 

1/3を伐採

-契約耳障聞を延長し、按き伐りを繰り返し実施

‘所有者と伐採収益を分収

-主主曹伐リの実施主天然カによる広葉繊の更都

.所有者と伐採収益を分収

-最終的には針広混交林を経て、分

JIll.木を全て伐採し広葉樹林化

-20 -



分収割合の見直しの考え方(概要6ページ)

実際に森林整備に要した費用からの試算

O 分収割合の見直しについて、長期収支試算に基づき、

①実際に森林整備に要した費用(人件費等の管理費を除いたもの)

②分収林から得ることが見込まれる伐採収入

により、公社と土地所有者の収益割合の試算を行った。

①公社が実際に森林整備のために負担した費用

-森林整備に係る直接事業費 (a) 2 1 1億円

・事業実施に必要な間接経費 2 1億円

(211億円 x10%※=21億円)

計

-国・県からの補助金 (b)

.公社の実際の負担額

(232{)曹円-85イ意円=1 47 {:意円)

②伐採収入見込み

・伐採収入(c)

言十

232億円

85億円

1 47億円

1 7 8億円

1 7 8億円

コ 実際の森林整備に公社が負担した額を伐採収入で賄うとの考え方に

基づくと

147億円 -;-178億円 = 82. 5%  

与 公社の分収造林割合 80%

※国の補助事業(森林整備)で定められている間接経費の割合(諸掛率:事業費

10-30%)の最も低い割合(事業費の 10%)とした。

<平成 22年度長期収支試算> (単位:百万円)

収 入 支 出

区分 金額 区分 金額 備考

県借入金 (28， 195) 6，089 事業費 (a) 21， 117 森林整備に要する経費

国・県補助金 (b) 8，546 管理費等 6， 794 人件費、事務費等

伐採収入 (c) 17， 815 県償還金 (32， 533) 10， 427 

公庫借入金等 17，302 公庫等償還金 25，236 

所有者分収金 6，988 

計 (A)
(71，858) 

計 (B) (92， 668) 70， 562 
49， 752 

差引(A)-(B) .&.20，810 

※ 金額欄の( )は公庫等償還金の重複を含めた額
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長期収支試算: 現在の木材価格で、すべての分収林契約が終了する H67まで事業

を実施した場合の収支の見込み

(考え方)

口土地所有者に一定の割合を求める水準として、土地所有者の分収

割合 (40/100)を 1/ 2とする

口他県の見直し状況 00:30-90:10)の平均的な水準に近いものと

する

(最低限でも森林整備に要した公社負担分を伐採収入により賄う l

水準とする)
‘ーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一---ーー一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一ー一一ー一一ー一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一一一」



将来長期収支(概要7ページ)

考え方

分収割合は、公社60:所有者 40

県、公庫、市中金融機関には約定により償還

事業に必要な経費について、公庫からの借入を継続(H42まで)

伐採収入は、過去5年間の県内市場の取引価格の平均値により算出

平成22年 11月30日を基準日として試算

0
0
0
0
0
 

試算の前提|

O 公社では、市場価格に基づく時価評価により、取得原価に基づく簿

価との相違を把握するため、全ての分収林契約が終了する平成67年

まで現在の木材価格で推移した場合を想定した長期収支見込みを、毎

年度、公表している。

(単位 ι百 万 円〉

S40-H67 
dコ百十

a 71，858 

28，195 

8，546 

17，815 

17，302 

b 92，668 

21.117 

6.794 

32，533 

25，236 

6，988 

a-b企 20.810

4 件

ーーーーー

S40-H23 
H34 H35 H43 H44 H53 H54 H67 

H24-H67 
の計

-・・・回 . . . . . . . . . 
の計

収入 a 40，349 519 662 1，155 995 1，395 970 116 a 31，509 

県借入金 15，562 482 482 282 231 223 209 79 12，6341 

国・ 県補助金 7，729 26 25 O O 。 。 O 817 

伐採収入 4 O 145 873 764 1，172 761 37 17β11 

~)( 公庫借入金等 17，054 11 10 O O O O O 248 

入 支 出 b 39，892 1，079 572 658 656 1，286 1.144 16，341 b 52.776 
と
支 事業費 20，050 37 35 O O O O O 1，068 

出 管理費等 4，497 64 64 51 51 44 44 37 2.297 

県償還金 378 560 O 34 129 599 627 16，254 32，155 

公庫等償還金 14，902 418 418 231 180 179 165 41 10，334 

所有者分収金 66 O 55 342 296 464 308 9 6，922 

収支差
a-b 457 企 560 90 497 339 109 企 174 企 16，225 a司b....21.267 

資 産 C 27，165 
d 

ー

4 
'‘ 

d .‘ 4 .‘ 
資

うち流動資産
産

526 

と うち森林資産 26.528 
負

負債 d 27，391 
債

差 引 (純資産) c-d 企 226

ーーーーーー-- 司ーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーーーーーー『 ー『ーー・・・・・・ーーー・・ー'ーー

ーーーーー、

いた県への償

還により収支

は大幅にマイ

ナスとなる

トータルでは

208億円のマイ

ナス(債務超過)と

見込まれる

O 伐採量の減少に

より収支もマイ

ナスに転換

O本格的な伐採

により収支は

更にプラスに

-22 -
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(単位百万円)

S40-Hl07 
の言+

a 71，175 

28，555 

8，546 

16，772 

17，302 

b 89，903 

21，117 

7.154 

32，893 

25，236 

3，503 

a-b .. 18.729 

将来長期収支(概要7ページ)

参考:分収割合の見直しと森林整備の見直しを行った場合の長期収支見込み

S40-H23 
H34 H35 H43 H44 H53 H54 H67 

H24-Hl07 
O)a.十

. . . . . -. . . . . . . . . . . 
の百十

収入 a 40，349 568 611 551 502 686 622 518 a 30，826 

県借入金 15，562 482 482 282 231 223 209 78 12，994 

国・県補助金 7，729 26 25 O O O O O 817 

伐採収入 4 49 93 269 271 463 413 439 16，768 

収 公庫借入金等 17，054 11 10 。 O O O O 248 

入
支 出 b 39.892 1，089 536 373 413 918 928 16，422 b 50.011 

と
支 事業費 20，050 37 35 O O O O O 1.068 

出 管理費等 4.497 64 64 51 51 44 44 37 2.657 

県償還金 378 560 O 34 129 599 627 16，254 32，515 

公庫等償還金 14，902 418 418 231 180 179 165 41 10，334 

所有者分収金 66 10 19 57 54 96 92 89 3.438 

収 支 差
a-b 457 企 521 75 178 88 企 232 企 305 .. 15.904 a-b企 19，186

________lt____ 
;~区

|資産

(返還猶予していた県

iへの償還により収支

lは大幅にマイナスと

!なる
」ーーーー------- ーーーーーーー'

資
産
と
負
債

内

J
内
/
』

伐採が本格的に始

まると、伐採収入に

より収入はプラスに

転換

526 

負債

差引 (純 資 産) 企 226

26.528 

27，391 d 

c-d 

うち流動資産

うち森林資産



存続案 1 (概要8ページ)

改革の手法|

O 公社は存続 (新法人へ移行)

O 県から貸付を継続

O 財団維持のために県から補助

これまでの公社の経営状況

S40-H23 
(J)言+

収入 a 40，349 

県借入金 15，562 

県補助金

収 伐採収入 4 

入 公庫借入金・国補助金他 24，783 

と 支出 b 39，892 
支 事業費・管理費等 24，547 
出 県償還金 378 

公庫等償還金 14，902 

所有者分収金 66 

収支差 a-b 457 A 

資 資 産 c 27，165 

産 うち流動資産 526 

と うち森林資産 26，528 
負

皇差畳引(純資産){貴 |ド-d... 226 

i③ 県の補助を受

金を償還するこ

とから、県への

ω 
~ 

③ 

① 伐採収入が少ない H42までは、外部

借入金(公庫・市中)への償還に必要

な額を、毎年、県から貸付

(伐採収入が増加する H43以降は不要)

H24 H25 -・・・. h同 H43 F 
664 610 込7404 ヨ4326 502 171 

227 。 111 

2 2 115 269 

108 106 7 O 

662 608 312 334 

220 208 62 51 

I ".  44~ 
O O O 

400 227 227 

F 23 57 ， 2 2 92 293 

jf;;;;; 27.613 28，984 28，803 

530 1，518 1.811 

26.972 27，355 26.881 

27，393 27.608 28，981 28，800 

3 5 3 3 

:② 伐採により森林資産の減損(簿価>時価)

が必要になり、債務超過が発生

これを回避するため、財団の資産確保

(300万円)に必要な額を、毎年、県から補助

'-・ a

H67 . . . . . H107 H24の~言H+107 

878 69 la 42β10 。 。 6，946 ① 
439 56 A.18，280 ② 
439 13 16，768 

O 。 817 

127 26，431 b 43，267 

37 9 3.724 

O 26，420 26，420 ③ 
O 9，685 

89 3 3，438 

751 |企 26，362 ~企457B O 

26.566 26.600 

14，783 1"¥1 26，489 ④ 
11，672 d ~ 。 最終年度まで保有する

26.563 26，563 流動資産(現金)

3 37 
最終年度まで残る負債

県借入金(H23残高)

県未払い利息
ーーーーーーーーー-------・h ーーーーー，ーーーー・・・・・・ー--・ーーーーーーーーーーーーーーーー---ーー-----

F がら、県借入 l山l④ こ由結果 2 県借入金(H24以降)

(現金)を公社が保有することになる i主矛盾するこ l

l 多猶ヨち (暴終的1:-1士，-(J)田舎疾患へ償還す i
』• 県からの補助は総額で 18 3億円

債権放棄は発生しない

圃 公社が多額の現金を有しながら、県が補助を

265億円

152億円

43億円

70億円

265億円

投入し続けることになる 実質 約 183億円の県負担となる

-24 -



存続案1(収支試算)

(公社への貸付け、補助を継続した場合)

中間計 ト1 H43 1 H44 1 H45 
(単位 百万円)

年度 H23まで H24 H25 H26 I H27 H28 H29 H30 H31 H32 I H33 H34 1 H35 1 H36 1 H31 H38 1 H39 1 H40 H41 H42 H46 H47 H48 H49 H50 H51 

収入 40.349 664 610 5861 551 545 5! 5 51 5651 54 5661 6091 631 4881 4161 444 432 404 10，4581 62 625 8 708 802 897 9 86~ 91 

県借入金 15，562 326 502 4881 471 476 41 4 4 4281 437 4判 3801 3661 289 2321 180 161 171 6.946 o 。 o 。 o o D 。
県補助金(H24-) 22 o 01 o 5， 4 4~ 11 91 84 124 11 1_444 351 354 4 390 43' 478 4881 4581 481 

収 伐採収入 4 21 5， 41 49 9: 12， 9， 86 124 130 115 1.251 26 21 400 31 369 4 "ト 404 431 

入 公庫借入金他 24.783 

晴 i;: 961 78 68 56 τi封印 32 26 26 25 24 23 16 81j o o o 

と 支出 39，892 585 550 544 535 523 512 52-; 534 533 54: 41' 348 3国 331 312 

主寄 " 21 314 309 328 339 3: 3 308 

主 公庫市中償還金 14，902 389 381 385 381 3951 398 403 403 4fj 416 41 402 31 2521 24 226 22 22 190 199 212 21 20 191 
出 県償還金 318 o o o o o o o C o 。 o o o o c D o 

所有者分収金 66 o 9 9 1口 19 24 4: 19 18 30 29 23 259 57 54 80 66 72 83 86 80 86 

事業費管理費他 24，547 221 208 195 16E 1591 122 125 108 101 101 
979 5 

99 97 18 17 80 11 62 2.319 5 51 4' 44 4< 4レ 44 44 4' 

収支の蓋 451 35 4， 34 39 99 68 94 101 92 9921 293 341 55 3991 4 5581 581 54'1 603 

273961 27，61 27，823 28，021 28，214L盟主791 28，5081 28，63 28，7471 28，8里1 28.965 29.000 29，0231 28，949 28.9801 29.0 29，006 28，992 28，984 28，803 28.672 28.523 28，362 28.186 28，006 27，830 27.665 27.509 

5281 530 531 53: 5341 5851 62 6631 697 73i 9101 088 162 1.23口 324 1，425 1，518 1，811 2.158 2.714 3.113 3.587 4，145 4.726 5，272 5.876 

5，8681 27，084 27.292 27.481 27，6801 D.I 9" 1.016 28，084 28，16， 28，228 28 131 27，861 27，81 27.784 27.682 27.567 27.466 26，992 26.514 25.809 25.249 24.599 23.862 23，104 22，393 21.634 

責産と
1，7571 26.97 27，181 27，371 27，5691 17 81 7，905 27，973 

4iU臼笠232 1 
28，117 28.0 l，0021 27.750 27.707 27.673 27.57 27.451 27355 26.881 26.403 25.698 25.138 24.488 23，751 22.993 22.281 21.523 

r > 39 ~ 27.608 27.8 28.01 28.205 28 1，505 1.634 28.744 28.96: 28.! )201 28，946 28.971 29.01 29，003 28，989 28，981 28，800 28.669 28.520 28.359 28.183 28，003 27，827 27，662 27.506 
負債

31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 311 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 31 

27，362 27，577 27.185 27，981 28，173 28，344128An 28.603 28.712 28，826 28，93日 28.965 28.9891 2891! 28旦4" 28.980 28.972 28，958 28，94 28.768 28，638 28.488 28.328 28，152 27.972 27，795 27，631 27.475 

23_012 23228 23.4361 23.632 23.824 23.9951 24124 24.251 24.3631 24.477 24.58 24.616 24.6401 24.561 24.59i 24.63 24，623 24，609 24.60 24.419 24.288 24，139 23.978 23.803 23.623 23.446 23.281 23.126 

71 10 31 31 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

年度 H52 H53 H54 1 H56 H57 H58 H59 H60 H61 H62 
H663 88 

H64 H65 H66 H61 H68 H69 H70 H H12 H13 H74 H75 H76 H H7B H79 H80 H8 H82 

収入 906 91 8781 785 63~ 610 594 538 51 64 575 81 894 81 176 97 803 703 64: 610 51 463 34: 325 21 325 282 400 354 

入金 C o 01 0 。 o q 。 o 。 o o o 。 。 o o 

(H24-) 41 509 465 411 336 325 315 284 274 336 301 3561 420 3981 458 439 38j 49 4001 351 32 334 255 232 m 164 164 143 202 

収 429 463 41 310 296 285 27 253 245 305 274 331 39 315 43-; 439 3891 4861 403 35 " 33 256 23 170 16 161 139 198 

入 o o 。 。 o o o o o 。 E 。 D E 。 o 

と 支出 30日 302 285 24! 21 165 132 06 124 128 121 91 120 93 ⑮ 60 56 43 4 38 41 3 51 4， 

王 公庫市l 11口 162 149 121 66 4 34 29 。 o o C o o G G o G o E G o 
出 。 O C o 。 口 。 o o 。 。 o o 口 。 E o o o 。 o E o o 

86 96 92 19 59 58 62 51 49 65 55 66 79 15 8~ 89 82 111 84 61 69 51 4 34 32 21 32 28 42 35 
事業 f， ， 44 4' 4' 4' 44 4， 3 3J 37 31 3 3 3 31 9 9 

606 670 593 536 422 431 42 403 400 510 469 576 693 656 766 751 58!: 85 71 623 568 59~ 451 407 3凹 284 2， 28， 245 349 310 

資産 13591272127o 26961268621 1 730li6852665426162626626160!392265891265662656626566」2L695旦563621 2656626566|26566265662656626566265662656626566265662656626566 
1，4811 7，1511 7，7451 8，2801 8，1031 9，1341 9，5601 9，9631 10，3621 10，8721 11，3411 11，9171 12，6101 13，266L 14，0321 14.1831 15，468'-16，3251 17，0351 11，6581 182261 18，8181 19，2691 19，6751 19，9151 20，2601 20.4931 20，1761 21，0211 21，3711 21，680 

固定費産 'O B7B Z0 062 19 33; 181681 1t88R 701 4060剖引1 17，6581 111691 16，7231 16，2921 15.1541 15，2711 14，6871 13，9871 13，3261 12，557LJ1J831 11，0971 10，2411 9，5311 89071 8，3401 7，7471 7，2911 6，8901 6，59口 6，3061..Mlll 5，7891 5，5441 5，1951 4，885 

責産と
うち轟稗 20.7661 19，9511 19，2221 18，5701 18，049L17.547UL0581 16，6121 16，1801 15，6431 t5，1..6.QI 145761 13876J_'3，2151 12，4461116721 109861 101291 9.4201 87961 82291 7636 '.1861 6.179 6.4 6.11 5.962 5.678 5.433 5.084 4.174 

負債 27.356 27，210 27，074 26，958 26，859 26，788 26，72 26，682 26，651 26，623 26，609 26.60 26，5941 26，589 26，586 26，563 26，563 26，563 26.5631 26 26.5631 26，563 26，5631 26，56 26，5 26，51 26，5631 26，5631 26，56: 26，5631 26，56， 
負債

3 31 31 31 31 31 3 31 31 31 3 31 31 31 31 31 3 31 311 31 3 31 31 3 3 31 

27.325 27.179 27.043 26，921 26.828 26.751 26.695 26，651 26.620 26.591 26.578 26.570 26，5631 26.558 26.554 26.531 26，53 26，5， 26，5311 26，! 26，5311 26.531 26.53 26，531 26，5 26，5: 26.53句 26.53 26，53 26，53 26，531 

話器誓ム主 22.975 22.8301 22，694 22，578 22，479 22.4081 22.346 22.302 22.270 22，24: 22，229 22，221 22，2131 22.209 22，205 22.18;; 22 22 22，1821 22 22，1..B.21 22，1 B2 22.182 22.182 22.1 22182 22，1821 22，IB2 22.182 22.182 22.18~ 

31 31 31 31 31 

年度 H83 H84 HB5 H86 H87 H88 H89 Lillo H91 1 H92 H93 1 H94 1 H95 H96 H97 H98 H99 Hl00 Hl01 Hl02 Hl03 H104 Hl05 Hl06 Hl07 H108 IHZ4-計 総計

|収入 369 451 37 40 406 328 415 352 3091 284 3021 228 195 150 134 l1j 130 95 124 101 76 85 41 4， 6 ~.81 0 83 1591 

C o 口 。 o o o o o 。 o o o 。 )，946 ~ ， 508 1 

(H24- 186 226 1861 204 204 166 21 178 156 14' 153 116 78 70 62 6 42 一坐 28 1，280 1.280 

収 183 225 184 20 20 16 203 174 15、 1M 9 72 6' 55 5 34 20 768 77: 

入 o o o o 。 。81 25，60C 

と 46 54 46 5 4 56 45 40 38 4 2c 2 20 16 1 26.431 43，267 H3.1 b9 
支 庫 l o o C 。 o 口 。 o o c 。 C 。 o 。 o 。 。 01 9，685 24.587 
出 。 O C o o o 日 。 D C 。 o o o o 。 o o o o 。 01 26.420 26.420 26.798 

十収童 3 45 3 41 41 34 4 36 31 29 31 22 19 14 11 12 9 12 9 8 3.438 1，日 3
E袋署. 9 9 9 9 9 9 9 9 』 9 g 9 3.72' 21 27 

323 39i 325 351 356 2851 359 3口6 269 246 262 19 16i 121 11 9 09 7 103 6， 60 68 35 31 ... 26，363 企 451 。
|責産 26.566 26，566 26，566 26，561 21 ).566 26.5661 26.566 26.5661 26，566 26，561 21 )，51 21 26.566 26.5661 26，566 26，566 26，5661 26，5661 26Ml) 26.566 26，56" 26.566 26.566 26.566 26，600 26，600 

22∞2 22.400 22.72! 2 08 1.439 23，]2: 24，082 24，388 24，65 24，9日 2! 25，529 25，6561 25，766 25，866 25，9741 26，0511 26，155 26.237 26.298 26，366 26，401 26，432 26.489 
4，562 4，165 3，84!J 1.48 12 2，842 2，484 2，177 1，908 1，66 1.41 1，037 91口 797 700 5911 5141 41 326 268 200 165 134 11 

賀直と
うち轟ι 4.451 

」ZE必笠3t2 1 

3.729 
斗三2E321 263 05 63 1 6 : 

2.731 2.373 
」26必5623 

1.797 

」2日4LE3i 1 

1，289 1"092 
2695265312657969 3 ポ社E7iii2656m3J 265E6E剖I26，;凹63 

21 15i 89 54 23 

l慣 26.563 26，563 26.56: 26.563 26，56、 26，563 26.56: 26，563 26，563 26.56: 26.563 26.51 26.563 26，563 
負債

31 31 31 31 31 31 31 311 311 31 311 31 311 311 31 3 31 3 31 

国定負慣 26.531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，5311 26，53 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 lQ.53 26.531 26，5， 26，53 26.5: 26.531 

22182 22.182 22.182 22.182 22182 22182 22182 221821 22.182 22.1821 22182 22182 221821 22.182 22.182 22.182 22.1821 22.182 22.182 22.182 22，1821 22 22，1821 22 22，182 
|華号I(純資産} 3 3 3 3 3 3 3 31 3 31 3 3 31 3 3 3 31 3 

ー
‘“ 

31 31 J " 37 

責産と

負債

巨
u

q
t
 



存続案2 (概要8ページ)

改革の手法I

O 公社は存続 (新法人へ移行)

O 県から貸付を継続

O 財団維持のために県から補助

O 県補助が困難になった時点で債権放棄

:これまでの公社の経営状況

S40-H23 
の計

収入 a 40.349 

県借入金 15，562 

県補助金

収 伐採収入 4 

入 公庫借入金・国補助金他 24.783 

と 支出 b 39，892 
支 事業費 E 管理費等 24，547 
出 県償還金 378 

公庫等償還金 14.902 

所有者分収金 66 

収支差 a-b 457 

資 資産 c 27，165 
産 うち流動資産 526 

と うち森林資産 26，528 
負 負債 27，391 
債 差引(純資産) lic-d企 226

① 

② 

① 伐採収入が少ない H42までは、外部借

入金(公庫・市中)への償還に必要な額

を、毎年、県から貸付

- いずれかの時期に債権放棄が必要であり、

改革の先送りとなる

(伐採収入が増加する H43以降は不要)

② 伐採により森林資産の減損(簿価>時価)

が必要になり、債務超過が発生
l② ただし、 H43以降は事業費、公庫等償還金 l

これを回避するため、財団の資産確保 (300

万円)に必要な額を、毎年、県から補助

に必要な額を、毎年、県から補助

H24 

664 

326 

227 

2 

108 

662 

220 

O 

442 

2 

27，396 

528 

26，757 

27，393 

3 

H25 

610 

502 

O 

2 

106 

608 

208 

O 

400 

2 

27，613 

530 

26.972 

27，608 

5 

ーーーも 一ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ーーーー-----ー / 
-..¥¥1 H42 I附| ぷF附

社 4041 5461 ff 1 477 

1J 1711 016 0 

1111 277r .， 381← 
115 

7 

312 

62 

O 

227 

23 

92 

28，984 

1，518 

27.355 

269 

O 

334 

2:幹

28，722 

1，730 

26，881 

439 

O 

127 

371 i 

01 I 

11 -' 

89 -350 
20.386 

8β03 

11 ，672 

H107 

22 
O 

9 

13 

O 

26，431 
9 

26.420 

O 

3 

企 26.409

13，967 

13，856 

O 

28，981 28，8001 26，5631 26，563 

3 4~ 781 企 6，1761 ム1瓦面五
1・r 一一一一一一一一一一一一一+③

l③ H43以降は債務超過が発生

i(債権放棄は、毎年度、必要な額~'ì i
- 県からの補助は総額で

債権放棄額は

a 

H24-H107 
の言十

30，177 

6，9461① 

~ 5，6471② 
1，;.1 16.768 

rI 817 

b111 43，267 

3，724 

26.420 

9，685 

一一」
白巾b企 1口3.0ω90

57億円

1 26億円

行うか、 H43に一括して行うこと

となる(一括して行う場合には 実質 約 183億円の県負担となる

1 26億円)
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存続案2(収支鼠算)

(公社への貸付け、補助を継続、県貸付金Iま債権放棄した場合)

中間計
{単位 百 万 円)

H24 H25 H26 I H27 H28 H29 I H30 H31 H32 H33 H34 I H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H4 H44 H45 H46 H47 H48 H49 H50 H51 

66' 611 5861 55 545 5501 560 5691 56 5 5661 609 63 720 481 4 44' 43~ 404 10.451 5' 495 6 56 625 675 680 639 65， 
326 502 4881 4 476 461 430 439 42 4 4 .. 380 366 266 289 232 180 161 171 。 o 日 o 。 o o 。
22 01 41 118 21 9 84 12' 128 1.44' 2 224 23' 243 251 2561 250 235 222 

収 z 21 20 4' 46 53 43 4' 93 123 220 9: 86 12' 1301 1.25 269 271 400 31 36! 41 430 40' 431 

入 108 06 961 78 68 56 
」5215 

39 32 26 26 25 24 " 16 81 o o o 。
と 66: 608 585 550 544 535 53~ 52: 5 521 5， 53， 54:; 414 348 350 33 31 9.466 334 21 314 309 321 339 336 315 308 
主 442 400 389 38 385 387 3951 398 403 403 41 416 41日 402 316 252 24 226 22i 6.888 22 174 190 1991 21 21 206 19 178 
出 o o o D 。 o O O o 

24 43 19 18 30 29 23 259 57 54 80 66 72 83 86 80 86 

220 208 195 168 15! 1<3 
」」五』2 

125 108 101 101 99 99 91 71 80 62 2.319 5 51 4い 4' 4 44 4， 4' 44 

2 2 1 ! 31 42 34 39 99 17i 68 9' 10 92 99: 212 21 320 252 296 3361 34， 324 345 

|賀産 27.165 時器当昔 27，823 28，0211 28，2141 

業時
28.747 

4U6294 7 
28.965 29，回O 2M2;) 2R 949 289RO 290 29.006 8.992 28.984 ?B 721 28461 2B076 27.768 27.41ι 27.u1 26.598 26.210 25.79"] 

流動責産 526 531 5331 5341 737 81 9 088 L16 1.230 1.5181 94-; 2.267 2.519 2.811 3.151 3.494 3.818 4.163 

固定貰産 26，639 26.8681 27.084 27.292 27.4881 27.6801 27.829 28.084 28.163 28.228 28，188 28.113 27.861 27，811 27，784 27， 

2 73 49 683 引什H 

21 26.51 25，809 25，249 24，599 23，862 23，104 22.39、 21，634 

置産と
うち森幹 26，528 26，7571 26，972 27，181 27，3761 27，5691 27，711 

42U850U 5 
27，9051 27，97: 

2885381289832 1 

28，07 280C 」2以8，9旦46 27707 27.67: 21 26.4日 25.698 25.138 24.488 23.751 22.993 22.281 21，523 

負債 27，391 27.3931 27.608 27.81 28，0121 28，2051 28，376 28，6341 28，744 28，997 29，02日 28，97 29， 29，1 ~8 ，9 21 28，6691 28，520 28，359 28，18， 28，0口 27，82 27.66: 27，506 
負債

琉動負債 31 311 31 31 311 311 31 3 311 31 31 311 311 31 31 3 3 31 31 3 31 31 31 3 

固定負債 27，360 27.362 27.571 27，785 27.98 28，173 28，34レ 28.4 28.6031 28，712 28，826 28，930 28.96! 28，989 28，91 28，941 28，980 28，97 28，958 28，949 28.761 28，638 28.488 28，328 28，152 27，972 27，795 27，63 

i」AU記1174E1t 0 うち畏期借入金 23.010 23，Ol~ 23，228 23.436 23.63: 23，824 23，995 24，12 24，2541 24，36: 24.477 24.581 24.616 24.64口 24.566 2U97 24631 24.62 24609 24600 24.419 24.288 24.139 ?3 97B 23803 23.623 73.441 23，28J 

差引{純貴重〉 企 226 11 3 3 3 A 78 A 208 A 444 企 591 企 769 企 9911.. 1，228 ム 1.451

12.596百万円 | 
年度

H52 r H53 I H54 I H55 I H56 叩ー一-出2ム22O」」l-単iL22o H60 l H61 "62 "63 H64 H65 "66 H67 H68 H69 I H70 H71 H72 H73 H74 15 H76 H77 <78 179 H80 "81 "82 

6431 6691 6061 5411 4461 4051 3801 3381 3151 31 325 37i 442 41 478 471 398 4951 41 36 33 34! 265 240 179 170 14 170 141 207 18 

，..， 
L哩旦入主金且とニム

o o 。 。 01 o 。 o o 
21 206 19: 171 151 12 8， 7 61 5 46 45 4: 4 38 9 91 9 9 

収 429 46.3 41: 370 296 285 21 253 245 305 274 331 397 375 43-; 439 389 486 40 35 32 336 256 231 170 16 132 161 139 198 171 

入 o o o o 。 o o o 。 o o 
と 支出 3∞ 302 285 249 211 179 165 135 132 106 124 128 12] 91 120 93 80 76 60 56 4ド 4 38 41 37 5 44 
支 公庫目 170 16 149 12i 7 66 4 34 29 14 9 8 5 o o o G o o 日 o o 。 o o 
出 。 o o 。 。 C 。 。 E o 日 C o o C G o o o o o 口 o o 。 。 o C o 

86 96 92 79 59 58 62 5 49 65 55 66 79 8 89 82 84 61 6' 51 .. 34 32 29 32 28 42 35 
事 業費管理費他 44 4， 44 44 4， 44 31 37 3 31 3 3， 37 37 3 31 9 9 9 9 

収支の差 34< 367 32 291 231 22 21 203 196 240 219 265 31 300 349 350 301 375 31 28: 255 26i 204 1831 136 129 128 157 141 

資産 25.3831 24.934 24.52 24.1661 23.882 23.6061 23.3331 23.089 22.B5l 22.556 22.293 21.974 21.592 21.231 20，810 20，3861 20，008 

よ一1生0話1盆2語4 2 1 

19，134 18.794 18.48 18.156 17.910 17.68 17.523 1，36 17，2381 17，0831 16，94' 16.756 16.5871 

4，5061 4，81 5，194 5.4851 5，722 5，9491 6，1641 6，366 6，562 6，802 1，日2 7.28-; 7，604 1.904 8，254 8.6口 8，910 9，604 9，886 10，14 )，4Qll )，61 10.796 10，93: 1.06: 11，1651 11，2931 11.404 11，56 11.7021 
固定資産 20.8781 20.062 19，33: 18，6811 18，160 1，6581 17，1691 16，723 16.292 15.754 15.27 14.687 13.981 13，326 12，55 11 ，7831 11.097 9.531 8.907 8.34日 7，741 7.291 6.890 6，590 6，306 6，0731 5.7891 5，544 5，195 4，8851 

賀産と
弓まろ轟林 20.766 1995 19.222 18.5701 18.D4! 17.54 17.051 1 R61~ 16.180 15.643 15.160 14576 13.876 13.21! 12.446 11.672 10.986 10.129 9420 8.796 8.229 7.6361 7.186 6.779 6.479 6.19! 5.962 5.678 5.433 5.08~ 47741 

|負債 27，3561 27，211 27.01 26，9581 26，8591 26.788 26.72i 26.682 26.65 26.623 26.609 26.60 26.594 26，589 26，586 26，56、 26，5631 26，5831 26，563 26.563 26.563 26，563 26.563 26，5631 26.56: 26，56: 26，563 26，5631 26，563 26.56: 26.5631 
負債

3・ 31 3 31 31 3 31 31 3 31 3 3 31 31 3 31 31 3 31 31 31 31 31 31 31 31 31 3 31 31 

固定負債 27.325 27，1 7，04、 26，927 26，828 26.757 26.695 26，651 26.620 26，591 26，578 26，57日 26，563 26，558 26，554 26，531 26.531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26，531 26.531 26，53 26，53'1 26.531 26.531 
弓九 22975 22830 22_691 22578 22.479 22A08 22_346 22_302 22.270 22242 22.229 22.22 22.21 22.209 22.205 22.182 22.182 22.182 22182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22.182 22182 22182 

|差引 企 1.973... 2.276 企 2.547企 2.792... 2，97 企 3，182企 3.394企 3.5931企 3，797Jt.. 4.06 ... 4，3 企 4，6281企 5，002企 5，359A 5.775 企 6，176企 6，555企 7.031A 7.428 ... 7，769 ... 8，081 企 8.407企 8，653.... 8，876 企 9.040企 9，195|企 9.3251企 9.480... 9，614 企 9，807 ... 8.976 

年唐 <83 "86 "87 "88 H89 H90 H91 H92 "93 "94 "95 "96 H91 H98 H99 Hl00 Hl01 -1102 Hl03 Hl04 Hl05 Hl06 Hl07 -1108 H24-計 総計

入 192 234 170 21 183 162 149 158 12 104 81 73 6 6 56 43 48 29 2 22 30.17 70，526 

基草借f音盤壁入信普主主金及一組会一柚年一二:l.

o o o o 。 。
A5と8427 

22，508 

9 9 9 9 9 9 5.647 

岨 18‘ 225 184 2日 20 161 20 174 153 140 149 112 95 72 64 5 5: 41 34 39 20 18 01 16，768 16，772 

入 o 。 o o o o o o o 81 25.600 

と |王 46 54 46 50 50 4: 56 45 40 38 40 3 28 2: 22 20 21 18 21 16 26.43 

。調
83，159 

主 軍 o o 。 。 。 。 日 。 o D D o 日 o o C o o 24，587 
出 C o o G 。 。 。 。 o 。 。 E G 。 o o D o 日 O O C C o 26.420 26.798 

嘩書
3~ 45 31 41 41 34 4， 36 31 29 31 22 19 1 : 9 8 3，438 3.503 

9 9 9 9 9 9 9 9 9 7241 28.271 

14 180 14 16~ 161 121 156 13] 12: 111 89 76 58 51 44 49 35 4 3， 3 16 企"ωg 企13国 01 ~ 12，633 

収
入
と
支
出

|置産 16.410 16.194 16.016 158211 156261 15.469 15.2661‘5.0971 14.950 14.815 14.671 14.56: 14.472 14.4031 14.34 14.2881 14.229 14.181 14.13日 14.085 14.052 14.015 13.9961 13.979 13，96 13.967 

d固'"弓副定色貝賀豊E産棉

11，848 12，028 12，176 12.3381 12.4991 12.626 12.7821 12，9201 13，04: 13.152 13271 13，360 13.436 13.4931 13，54' 13.5881 13，638 13，61 13，72口 13.75i 13，784 1.81! 13，83 13.84! ¥，656 

4 ，56~ 4，165 3，840 3.48: 3.12; 2肱 2.484 2.17j 1.908 1.662 1.400 1.203 1，03 9101 791 700 591 514 41 328 268 200 165 134 11 

責産と 246455633?1I124605563431 I1236752839312365363 72 3 
30 ? 731 373 2066 179] 15511 12891 1092 92雪 7991 6861 529 420 403 3001 2171 1571 89 5' 23 

員債 26，563 26，563 26，563 26，563 26.56、 26.5631 26.5631 26.563 26，5631 26，5631 26，5631 26，563 26.563 26.563 26，5631 26，5631 26，5631 26，56: 26.563 26.5631 26.563 26.563 
負債

帯25
3 31 3 31 31 311 311 31 311 311 31 3 31 311 311 31 31 

26，5: 26.531 26，531 26，53 26.53 26，531 26.53 26，531 26.531 26.53 26.531 26.53 26，5311 26.531 26，531 26，51 26，531 26，531 26，531 26.531 26.531 26.53 26.53 26.531 26.51 
目 1821 22.1821 221821 ?? 18?¥ ?? 18フ 22.1821 22，18フ 22.1821 22.H121 22.1821 221821 221821 221821 22182 目 1821 22.1821 221821 22 同 2 引刷

|差引(純資産) i・10，1521... 1 企 10同7企11.09‘1..... 11.296[ ... 11，465[ • 11，6121 .. 11.74B企 11.8921企け周'1'・ 2叩叫|企昭防01... 12.2211 .¥ 12.27.1 .... 12.334企12.3761企 12，4321.j‘ 12.47】企は宮川企 12，54] 企 12，5611• 12.583 
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検討案の比較(概要8ページ)

改革の手法 県負担 実施の方向性

O公社は存続 公社への補助 企 183億円 -財団維持を目的に、公社が多額の現金を有しながら、

O県から貸付を継続 県が補助を続けることは、財政規律を無視したもので

存続案 1 O財団維持のために県から補助 債権放棄額 O億円 あり、県民の理解を得られない

dE』ヨ 言十 企 183億円

O公社は存続 公社への補助 .57億円 -将来的に、改革の取り組み(債権放棄)が改めて必要

O県から貸付を継続 となる

存続案2 O財団維持のために県から補助
債権放棄額 .126億円

-単に、問題の先送りとしか見られない

O県補助が困難になった時点で債権放棄

dEE3 h 言十 企 183億円

O一定期間は公社を存続し、改革の取り組 県移管後の収支 +41億円 冒将来的な県負担の縮減が図られる

みを実施 -県が分収林の管理を行うことにより、県有林と一体的

O公社の存続中は、県から補助 公社への補助 .25億円 な事業の実施や、公益的機能の発揮に重点を置いた森

公社の廃止案
05年後を目途に公社は廃止、分収林は県 林管理が可能となる

に移管
債権放棄額 .183億円

-公社と連携して改革の取り組みを実施できる

O公社廃止時に県貸付金は債権放棄

d仁Eコh 計 .167億円
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改革の取り組みに必要な期間(概要6ページ)

1 公社の廃止手続き

O 公社の廃止・分収林管理の県への移管に当たっては、土地所有者と

の分収林契約を県が承継する必要がある。

O 公社の廃止、分収木の承継は所有者の同意が得られなくても法的に

は可能であるものの、分収木は共有であるため、処分に当たっては土

地所有者の同意が必要である。(同意が無ければ伐採ができないことに

なる。)

O また、分収割合の見直し、契約期間の延長を行うよで契約変更が必

要であることから、土地所有者の事務手続き等に配慮し、公社の廃止・

分収木の処分についての同意を得ながら契約変更を行う。

2 分収割合の見直し

O 現行の公社60 土地所有者 40を公社 80:土地所有者20に変

更をお願いするものであり、所有者の収益は 1/2となる。

O 契約者数 4，875人、契約件数 3，336件(※ 差は共有林等

があるため)の中で、契約者の相続手続きが行われていないものも相

当数あると見込まれる。

O これらの状況を踏まえると、分収割合の契約変更行うためには、相

当な時聞を要する。

3 契約期間の延長

O 上記1、2の同意取得に併せて行う必要がある。

O 上記同棟、契約者の様々な意向を踏まえて理解を得ていくためには、

相当の時聞を要する

一29-

(他県における分収割合の見直しの状況)

(分収林契約の状況)

本県 他県(平均)

O 契約件数 3，336件

O 契約面積 7，663ha 

1件当たりの面積 2.3ha 

1，767件

12，789 ha 

7. 2ha 

※ 本県の件数、面積は分収造林のみ

O 本県の分収林契約は、見直しを行っている他県と比べると、契約面積

は他県平均の約6害IJと少ない。

O 一方で、契約件数は、他県平均の約2倍となっており、土地所有者(契

約者)との調整に多くの労力を要することが想定される。

O 見直しを実施している県では、職員1人当たりの平均で年間35件の契約

変更を行っている。

O このことから、本県での実施を想定すると、職員20人で実施した場合

には5年、 15人で実施した場合には6年、 10人で実施した場合には10年の

期聞が必要

※ 3，336件-;-(35人/年x20人) = 4目 8年

3.336件-;-(35人/年x15人) = 6.4年

3，336件-;-(35人/年 x10人) = 9.5年

4ユ
O 他県では分収割合の見直しのみを所有者と協議しているが、本県の場

合は

① 公社の廃止手続き ②分収割合の見直し ③契約期間の延長

について、同時に土地所有者の同意を得ていく必要がある。



参考: 分収割合見直しの状況(概要6ページ(前提条件))

経営面積 契約件数 分収書Ij合の変更
10ha当た 22末ま(ha) (件)
りの契約

分収割合見
での取

直し取組年
都道府県 件数(件

度
組み期 既存割合 変更割合

No 
名

林業公社等名 110ha) 間(年)

A B 日IA c 公社 所有者 公社 所有者

1秋田県 (財)秋田県林業公社 22，044 1，903 0.86 16-24 7 60 40 70 30 

2山形県 (財)山形県林業公社 15，409 1，500 0.97 

-------
~ 

60 40 70 30 

o 3 福島県 (社)福島県林業公社 15，134 2，964 1.96 18-23 5 60 40 80 20 

0 4 群馬県 (社)群馬県林業公社 5，106 1，489 2.92 18-20 3 60 40 90 10 

5埼玉県 (社)燭玉県農林公社 3，157 1，394 4.42 14- 9 60 40 75 25 

o 6 富山県 (社)富山県農林水産公社 7，477 989 1.32 20-24 3 60 40 80 20 

7石川県 (財)石川県林業公社 13，738 1，815 1.32 17-28 6 60 40 80 20 

8長野県 (社)長野県林業公社 14，807 1，079 0.73 20-24 3 
55 45 

70 30 
60 40 

9愛知県 (社)愛知県農林公社 4，770 1，952 4.09 16- 7 60 40 70 30 

0 10 (社)滋賀県造林公社 6，975 766 1.10 戸-----戸白
~ 

60 40 90 10 
滋賀県

l...----' 
0 11 (財)びわ湖造林公社 12，409 2，853 2.30 ----- 60 40 90 10 

0 12 兵庫県 (社)兵庫みどり公社 19，421 977 0.50 18-23 5 60 40 80 20 

13 鳥取県 (財)鳥取県造林公社 14，565 1，860 1.28 

-------
~ 

60 40 80 20 -- 30- 60- 30-
14 島栂県 (社)島根県林業公社 21，996 1，917 0.87 --〆~〆- 60 

40 70 40 

15 岡山県 (社)おかやまの森整備公社 24，243 3，304 1.36 20 70 30 80 20 

0 16 広島県 (財)広島県農林振興セント 14，831 1，809 1.22 18-25 5 60 40 70 30 

0 17 徳島県 (社)徳島県林業公社 7，009 953 1.36 18- 5 60 40 70 30 

0 18 長崎県 (社)長崎県林業公社 11，295 2，614 2.31 18- 5 60 40 70 30 

19 熊本県 (社)熊本県林業公社 8，605 1，438 1.67 20-24 3 60 40 70 30 

平均 12.789 1.767 1.71 5 日0.0 20.0 

※分収割合の変更に関わる平均については、「①既存の分収割合が60:40Jのうち、『②既に見直しを実飽済みJであるか、
「③すべての分収林を対象に見直しを実施中』の公社を対象とし、実施期聞が10年以上のものは除いたrOJの9公社とした。
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目標(目)

D 

63 

--
100 

3 

100 

100 

100 

100 

6 

100 

---
--ー13 

100 

100 

100 

90 

平成23年3月31日現在

分収容l合

契約件数 の見直し!こ 年間契約
係わるプ口 変更件数

100首に裏す ハ.ー職員数 (件/人)
進捗(首) 摘 要

る年数 (人)

L 

E F=1 OO/E * C K -8辛口/100噛E
/100/C/K 

79 9 10 14 
保安林と不探耳林聖陣〈スギ人工梓面積
1 d.OOOhaを封書匝として、件艦ペ-:<63%(1199件)

~ ト -----レ--(朱着手)

55 9 4 82 

73 4 5 
2市町村有林と財産区有林のみで、件数ペース
3%(45件)

18 50 B 3 

37 8 4 30 

40 15 5 24 

3 100 5 21 ~~~ -:-S62.5 55045 
S62.5..... 60:40 で契約

29 24 3 2市町村有林と財産区有林のみで‘件数ベース
日(117件}

(3) H23から着手(中期経営計園で見直し期間菅3

10 120 
年とした〕
Uわ湖公社lまH23中に滋賀県遭梓公社と合併

(3) の予定

79 6 14 11 

片J ・P ・-白戸-------(未着手}

-- -----e-- ----- (未着手)

100 7 61 市町村有林のみで、件数べ-;1.13%(430件)

65 8 28 B 

68 7 4 32 

81 6 16 26 

既に分収割合を変更した割合で契約している面
20 15 5 17 積壱除き、件数ベ-:<90%(12941牛)

6 9 35 



参考ー全国の林業公社の動向
※森林整備法人全国協議会調査(平成23年6月)から作成

取組状;)/ 今後白方向

長期債務残高 現行の仕組

都道
造林 畳伐期・復層林施薬への変更 分収割合の見直し の見直しを繊 公益法人制度改革に伴う績討状況

府県 林業公社等
面積

(百万円) 討
累計

(ha) 
据置 方針の

契約 契約
目標 進捗 方針の

既存割合 変更割合
目標 進捗 検討 検討

元金
利息

合計
有"無

年数 年数
(%) (%) 有・無 (%) (%) 中 予定

状況 年度
(現状) (変更後) 公社 所有者 公社 所有者

北海道 (財)北海道森林整備公社 。 o o x 16-36 × (3者による分収育林のみを実施) 一般社団法人1=移行予定 H23 

青蓉県 (社)青い森農林鑑興公社 10，413 28，434 7，263 35，697 O 45，50 60 100 59 × 廃止予定 H25 

岩手県 (干お治手県造林公社 24，224 平成19年5月31B廃止49、200 13.00iJ 62，20U' 60 40 

宮城県 (社)宮城県林業公社 9，427 16.519 。16，519 O 50 70 75 59 x ー般社団法人に移行予定 H25 

秋田県 (財)秋田県林業公社 24，414 35，132 6，412 41.544 O 50 80 100 73 。 60 40 70 30 57 82 公益財団法人に移行予定 H24 

山形県 (財)山形県林業公社 15，300 28.985 8.003 36，988 O 70 90 100 69 O 60 40 70 30 100 o O 公益財団法人に移行予定 H24 

徳島県 (社)福島県林業公社 15，429 48.661 22 48，683 O 60 80 100 55 @ 60 40 80 20 100 55 O 未定 未定

茨械県 (財)茨城県農林掻興公祉 。 。 o 済 公益財団法人への移行手続き中(分収造林事業は県に移管) H23 

栃木県 (財)栃木県議林整備公社 1，424 2，367 120 2，487 x 50，60 60 40 O 

群馬県 (社)群馬県林業公社 5，236 14.776 1，839 16.615 x 50 @ 60 40 90 10 10 85 O 犠討中 H25 

崎玉県 (社)筒玉県農林公社 2，869 15，921 1，629 17，550 O 50 70 。 60 40 75 25 90 18 O 公益社団法人へ移行予定 H24 

東京都 (財)東京都農林水産振興財団 13 1，379 。 1，379 x x 60 40 O 公益法人移行着み H22 

神奈川県 (社)かながわ森林づくり公社 3，313 23，490 3 ， 52~ 27，010 60 40 平成22年4月5日廃止

新潟県 (社)新潟県農林公社 10，190 26，297 4，090 30，387 50，60 90 60 40 O 公益社団法人に移行予定 H24 

富山県 (社)富山県農林水産公社 7，819 31.736 3，123 34.859 O 40，50，55 8日 100 37 。 60 40 80 20 100 37 公益社団法人に移行予定 H23 

右川県 (財)石川県林業公社 ， 4.146 61，835 。61，835 O 55 80 100 48 。 60 40 80 20 100 40 O 公益財団法人に移行予定 H25 

福井県 (社)ふくい農林水産支援センタ 16，454 44.263 5.736 49.999 O 50 80 100 44 x O 機討中

山梨県 {財)山梨県林業公社 7，663 22777 4，256 27，033 x 45 x 60 4日 O 検討中

長野県 (社)長野県林業公社 13，168 24.839 6，063 30.902 O 35-40 70-80 100 88 。 55 45 70 30 100 3 公益社団法人L移行予定 H25 

舷阜県
(社)岐車県森林公社 14.346 31.613 5，489 37，102 O 60 100 100 69 x 60 40 公益社団法人に移行予定 H23 

(社}木曽ニ川水源造成公社 10，681 22.221 5.271 27.492 O 60 100 100 48 x 50 50 公益社団志人に移行予定 H23 

愛知県 (社)愛知県農林公社 4，863 18，795 2.045 20，840 O 50 80-100 80 60 @ 60 40 70 30 21 6 O 公益祉団法人への移行を検討中 H24 

滋賀県
(社)滋賀県造林公社 7，115 8.200 o 8.200 O 50 80 100 82 。 60 40 90 10 100 。 経営計画を作成中 未定

(財)ぴわ湖造林公社 12，507 12，083 o 12，083 O 50 80 100 80 。 60 40 90 10 100 。 経嘗計画を作成中 未定

京都府 (社)京都府森と緑の公社 4，651 22.186 o 22.186 O 50，60，70 80 100 30 × 70 30 O 

兵庫県 (社)兵庫みどり公社 19.913 58，379 o 58，379 O 60 80 100 94 。 60 40 80 20 100 79 公益社団法人に移行予定 H24 

奈良県 (財)奈良県林業基金 1，344 9，708 o 9，708 O 60 83 23 12 × 75 25 公益財団法人に移行予定 H25 

和歌山県 (社)わかやま森林と緑の公社 3，378 12，531 2，334 14，865 O 50 80 85 84 x 60 70 40 30 一般(又l立公益)社団法人に移行予定 H24 

鳥取県 (財)鳥取県造林公社 14，730 30，763 。30.763 O 60 80 100 30 O 60 40 80 20 100 。 公益財団若人への移行予定 H24 

島根県
(社)島根県林業公社 23，972 52，493 5，961 58，454 O 50 80 81 70 O 60 30-40 60-70 30-40 100 。 公益社団法人1移行予定 H25 

(社)闇厳島前森林復興公社 433 。 。 。x x 65 35 公益社団法人に移行予定 H24 

岡山県 (社)おかやまの蒜整備公社 25，733 。 。 。O 50 70 100 92 。 5(7) 5(3) 80 20 100 100 済 公益社団法人L移行予定 H24 

広島県 (財)広島県農林復興セント 14，832 35.456 10.497 45，953 O 50-55 70，80 100 79 。 60 40 70 30 100 65 O 一般財団ま人移行を決定 H25 

山口県 (財)やまぐち農林肇興公社 13，356 34.325 10，369 44.694 O 50 80 100 86 x 60 40 O 公益財団法人L移行予定 H24 

徳島県 (社)徳島県林業公祉 6，884 12，909 5.253 18，162 O 45 90 100 68 。 60 40 70 30 100 68 O 公益社団法人に移行予定 H24 

高知県 (社}高知県森林整備公社 15，215 27，909 o 27，909 O 60 80 44 34 x O 

長崎県 (社)長崎県林業公社 14.165 30，279 o 30，279 O 50 80 82 84 。 60 40 70 30 82 81 

熊本県 (社)熊本県林業公社 8，575 29.965 o 29，965 O 50 80 85 50 。 60 40 70 30 92 22 公益社団法人に移行予定 H24 

大分県 (社)大分県林業公社 9，173 21，136 4，041 25，177 平成19年8月31日廃止

宮崎県 (社)宮崎県林業公社 12，258 33，905 4，100 38，005 O 40-50 60 80 37 x O 公益社団法人に移行予定 H24 

鹿児島県 (社)鹿児島県森林整備公社 1 1 ，404 28，410 3，819 32，229 O 40 80 80 60 x 公益社団法人に移行予定 H24 

35都道府県 38公社 O(見直し有り) 30 。(見直しを実施) 16 移行予定 社固定人 18( 般3，公益15)

E十
(社団法人 25 財団法人 13)

394，320 916，051 103.694 1，019，745 O(見直し方針有り) 3 財団法人 7(一般1，公益6)
x(見直し無し) 6 x (見直し方針無し) 16 移行済(公益財団)1，廃止予定 1、未定検討中等11

※合計欄に廃止した県lま含まない
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林業公社を解散した県の概要(手続き中も含む)

l 正五基 (平成 19年 5月解散)

(森林管理)24，224ha 

O 県有林事業と一元化し分収林事業を継続

O 経堂面積の増大に伴い県出先機関の体制を強化

O 分収林契約を県が承継することについて所有者から同意を取得

(2，668人/2，671人)

O 分収割合の見直しは実施しない

(債務処理)

O 公庫債務 (213億円)は県が公社から継承し、約定により償還

O 県貸付金等については、森林資産で代物弁済 (622億円)

玄~呈 (平成 19年 8月解散)

(森林管理)9，173ha 

O 県営林事業と一元化の上、森林施業の方針を長伐期非皆伐、針広

混交林に転換

O 公社持分のみ抜き伐りし、針広混交林を所有者に返還

o (財)大分県森林整備センターに森林管理を委託(公社職員の配属)

O 分収林契約を県が承継することについて所有者から同意を取得

(1，603人/1，713人)

O 改革に当たり植栽後 45年以降のものは、契約期間を延長のうえ、

材積分収に改める(分収割合 (60: 40)については、平成 2年度か

ら70:30への見直しを行ってきた)

(債務処理)

O 公庫債務 (135億円)は県が公社から継承し、約定により償還

O 県貸付金については、森林資産で代物弁済 (162億円)

参考:存続を決定した県の例

止J佐一塁
(森林管理)9， 173ha 

O 長伐期施業に移行し公益的機能を発揮

O 林業収支改善のため作業道等を整備充実するとともに、集約化施

業に対応するための新たな枠組みづくりを進める

O 事務局機能を(財)山形県みどり推進機構と統合

(債務処理)

O 長期借入金は 370億円(公庫:93億円、県:252億円、市中銀行:

25億円)

O 公庫、市中銀行は県貸付金で償還し、県貸付金については平成 61

年-102年に伐採収入により償還する予定

控室出塁 (平成 22年 4月解散)

(森林管理)3，345ha 

O 担当課を新設し、県が分収林事業を引受け

O 皆伐の見直しなど、水源の森づくりと整合のとれた契約変更

O 分収林契約を県が承継することについて所有者から同意を取得(1，101人/1，112

人)→清算計画に必要

O 分収割合の見直しは実施しない

(債務処理)

O 公庫債務 (91億円)は損失補償契約に基づき、県が三セク債により償還

O 県貸付金 (178億円)、公庫債務 (91億円)を債権放棄

※解散・清算の手続き

1 事業継続困難の申し出 (公社→県)

2 清算計画(案)の作成(公社→県の合意)

3 確認適格者(弁護士等)による確認

4 一括繰上償還の請求(公庫→公社)

5 議会の議決(債権放棄、三セク債起債)

6 解散総会(公社)→公社解散

7 清算計画の実行

重量旦 (平成 23年 4月民事再生手続き申し立て)

(森林管理)5，106ha 

O 森林所有者に譲渡(有償又は無償)し、原則として全契約を解除

O 解約できない分収林が残った場合には、新たな森林整備法人が分収林を管理す

る。(県は分収林を承継しない)

O 分収割合の見直しは実施しない (H18-20に市町村・財産区有林のみ実施=全体

の3%)

(債務処理)

O 公庫債務 (52{意円)、県貸付金 (115億円)等について、公社が一部を弁済

O 公庫債務については、県が三セク債により処理

O 県の貸付金と公庫債務を債権放棄の予定

※再生計画により、平成 26年 3月末を目途に公社を解散、清算する予定
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